
山形県商工観光功労者表彰（県知事表彰）受賞
12 月 11 日（月）に本県の商工観光功労者に対する表彰式が県庁で執り行われ、長年にわたり商工観光
事業に精励し、商工業の振興及び地域経済の活性化に取り組まれたことを高く評価された酒田ふれあい
商工会会長 富樫 秀克 氏が受賞されました。ご受賞、誠におめでとうございます。

（向かって一番右側が富樫会長）
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・各種補助金施策、山形労働局からのお知らせ …………
・シリーズ元気な企業（補助金採択事例紹介） …………
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会
員
の
皆
様
、

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

令
和
六
年
の
年

頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
長
き
に

わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
て
い
た

経
済
活
動
が
本
格
化
し
、
景
況
感
は

回
復
基
調
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
地

域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に

お
い
て
は
、
原
材
料
、
資
源
価
格
の

高
騰
な
ど
急
激
な
物
価
高
に
よ
る
収

益
の
圧
迫
に
加
え
て
、
慢
性
的
な
人

手
不
足
や
後
継
者
難
な
ど
構
造
的
課

題
も
深
刻
化
し
て
お
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か
れ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
加
速
し
た
Ｄ
Ｘ

や
Ｇ
Ｘ
へ
向
け
た
取
組
み
や
持
続
的

な
賃
上
げ
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
は
頻

発
す
る
自
然
災
害
へ
の
リ
ス
ク
管
理

な
ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応

も
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
地
域
の
経

済
、
生
活
、
雇
用
を
支
え
る
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
我
々
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
は
、
こ
う
し
た
変
化
を

好
機
と
捉
え
、
自
己
変
革
に
よ
る
事
業

の
再
構
築
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
経
済
対
策
の

実
施
に
必
要
な
財
源
と
な
る
第
２
次

補
正
予
算
が
13
兆
円
規
模
で
成
立
し
、

第
一
の
柱
と
す
る
物
価
高
対
策
に
加

え
、
賃
上
げ
と
地
方
の
成
長
な
ど
企

業
の
投
資
促
進
対
策
や
中
小
企
業
の

省
力
化
投
資
補
助
事
業
に
よ
る
生
産

性
向
上
な
ど
デ
フ
レ
脱
却
と
賃
上
げ

へ
の
実
現
に
向
け
た
施
策
が
講
じ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
連
合
会
に
お
い

て
も
、
会
員
の
皆
様
の
意
識
改
革
を

促
し
、
自
己
変
革
へ
の
挑
戦
を
後
押

し
し
、
地
域
発
の
経
済
好
循
環
の
創

出
に
向
け
、
国
や
県
、
関
係
団
体
と

連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
成
長
投
資

の
加
速
化
と
事
業
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
の
支
援
策
を
積
極
的
に

推
進
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
Ｄ
Ｘ
化

や
省
力
化
投
資
に
よ
る
生
産
性
向
上

や
販
路
開
拓
支
援
、
さ
ら
に
は
自
然

災
害
等
に
備
え
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
な
ど
、
会
員
の
皆
様
が
求

め
る
支
援
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
、
事

業
の
継
続
、
成
長
及
び
安
定
的
な
雇

用
の
維
持
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し

た
時
代
の
転
換
局
面
を
組
織
一
丸
と

な
っ
て
乗
り
切
り
、
会
員
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

令
和
六
年　

元
旦

　
令
和
5
年
秋
の
叙
勲
受
章
者

◆
瑞
宝
双
光
章

　

中
小
企
業
振
興
功
労
・
消
防
功
労

　

元
高
畠
町
商
工
会
会
長　

長
谷
川
春
海

　
経
営
改
善
普
及
事
業
に
関
す
る

　
功
労
者
表
彰
受
賞
者

◆
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

○
優
良
常
勤
役
職
員

　

山
辺
町
商
工
会

　

丸
子
高
志
、
長
登
し
の
ぶ

◆
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

○
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

　
（
共
済
部
門
）

　

遊
佐
町
商
工
会
（
２
部
門
で
受
賞
）

南
陽
市
商
工
会

　

も
が
み
南
部
商
工
会

○
役
員
功
労
者

　

飯
豊
町
商
工
会　

細
谷
傳
、
島
貫

寿
雄
、
堀
江
勝
彦
、
味
田
美
代
子

　

出
羽
商
工
会　
　

佐
藤
清

○
優
良
常
勤
役
職
員

　

県
連
合
会　

小
笠
原
裕
士（

敬
称
略
）

　

９
月
25
日
（
月
）
に
、「
県
議
会
商

工
労
働
観
光
常
任
委
員
会
所
属
議
員

と
県
連
合
会
役
員
と
の
意
見
交
換
会
」

を
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
議
会
か
ら
は
、
青
木
彰
榮
委
員

長
、
柴
田
正
人
副
委
員
長
、
石
川
渉

委
員
、
橋
本
彩
子
委
員
、
伊
藤
香
織

委
員
、
高
橋
弓
嗣
委
員
、
森
田
廣
委

員
の
７
名
、
県
連
合
会
か
ら
は
小
野

木
会
長
以
下
12
名
の
役
員
が
出
席
し
、

県
内
４
地
域
の
商
工
業
者
の
現
状
と

課
題
を
共
有
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
事
業
者
の
発
展
と
成
長

の
方
策
や
支
援
策
、
商
工
会
が
伴
走

型
支
援
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
組

織
体
制
の
維
持
等
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

年
頭
に
あ
た
�
て

年
頭
に
あ
た
�
て

山
形
県
商
工
会
連
合
会

会

　長

小
野
木

　覺

県
商
工
観
光
功
労
者
表
彰

（
商
工
団
体
功
労
）

県
議
と
の
意
見
交
換
会
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新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和

六
年
の
新
春
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
は
、
約
三
年
あ
ま
り
続
い
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類

移
行
に
伴
い
、
経
済
の
正
常
化
が
進

み
、
観
光
業
等
を
中
心
と
し
て
、
景

気
の
緩
や
か
な
回
復
が
進
み
ま
し
た
。

　

一
方
、
続
く
円
安
進
行
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
輸
入
物
価
の
高
騰
、
人
手
不
足
、

過
去
最
大
の
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

な
ど
、
地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
に
と
っ
て
は
、
売
上
は
上
が
っ

て
も
利
益
を
出
す
こ
と
が
厳
し
い
情

勢
が
続
き
、
加
え
て
新
た
に
始
ま
っ

た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
な
ど
、

環
境
変
化
に
追
わ
れ
る
一
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
十
一
月
に
開
催

し
た
第
六
十
三
回
商
工
会
全
国
大
会

で
は
、
全
国
各
地
か
ら
約
二
、八
〇
〇

名
の
商
工
会
関
係
の
皆
様
に
ご
参
集

い
た
だ
き
、
数
多
く
の
ご
来
賓
の
も

と
、「
我
が
国
経
済
の
根
幹
を
な
す
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す

る
大
型
経
済
対
策
の
実
施
」
や
「
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す

る
商
工
会
の
体
制
強
化
」
な
ど
、
五

項
目
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
決
議
し

ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
決
議
項
目
を
実
現
し
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
に
対
応

す
る
べ
く
、
商
工
会
組
織
を
挙
げ
て
、

き
め
細
か
な
伴
走
型
の
支
援
に
全
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
年
も
、
始
ま
っ
た
ば
か
り

の
電
子
帳
簿
保
存
法
へ
の
対
応
、
デ

ジ
タ
ル
社
会
や
脱
炭
素
化
社
会
へ
の

転
換
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
対
す
る

省
力
化
対
策
、
円
安
に
よ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
へ
の
対
応
並
び
に
海
外

展
開
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
事
業
承
継

の
更
な
る
加
速
化
な
ど
、
地
域
で
頑

張
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を

取
り
巻
く
経
済
情
勢
に
は
多
く
の
課

題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　

　

引
き
続
き
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
声
を
国
等
に
届
け
、
商
工

会
と
し
て
、
皆
様
の
実
状
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
支
援
を
実
行
す
る
体
制

を
構
築
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
っ

て
、
地
域
の
経
済
・
生
活
の
不
安
定

さ
が
高
ま
る
中
で
、
社
会
課
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
連
帯
に

よ
る
地
方
創
生
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
地
域
に
根
差
し
た
唯
一
の
経
済

団
体
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
発
揮
す

る
と
と
も
に
「
会
員
あ
っ
て
の
商
工

会
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し

た
う
え
で
、
私
も
全
国
商
工
会
連
合

会
会
長
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ

く
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員
の

皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し

て
、
本
年
が
、
明
る
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

令
和
六
年　

元
旦

　

11
月
22
日
（
水
）
に
、
第
63
回
商
工

会
全
国
大
会
が
東
京
都
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
各
商

工
会
及
び
県
連
合
会
の
役
職
員
合
わ

せ
て
37
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
岸
田
総
理
大
臣
並
び
に

西
村
経
済
産
業
大
臣
か
ら
お
祝
い
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
た

ほ
か
、
各
政
党
代
表
者
や
関
係
団
体

な
ど
、
多
く
の
来
賓
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
岸
田
総
理
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

は
、「
物
価
高
や
人
手
不
足
な
ど
依
然

と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か
れ

て
い
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
皆

様
の
稼
ぐ
力
を
高
め
る
挑
戦
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
後
押
し
し
、
Ｇ
Ｘ
や
Ｄ

Ｘ
な
ど
の
変
化
を
力
に
す
る
事
業
再

構
築
に
加
え
、
人
手
不
足
解
消
の
た

め
の
省
力
化
投
資
へ
の
支
援
を
新
た

に
創
設
し
、
使
い
や
す
い
賃
上
げ
税

制
の
強
化
や
価
格
転
嫁
対
策
を
着
実

に
進
め
て
行
く
。」
と
力
強
く
発
信
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
大
会
に
お
け
る
意
見
表
明
で

は
、
唯
一
無
二
の
地
域
総
合
経
済
団

体
と
し
て
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
は
も
と
よ
り
、
行
政
、
地
域
住

民
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
着

実
に
応
え
、
地
域
経
済
の
持
続
的
か

つ
安
定
的
な
発
展
、
ひ
い
て
は
新
し

い
資
本
主
義
の
実
現
に
も
寄
与
す
べ

く
、
次
の
５
項
目
を
決
議
し
決
意
表

明
を
行
い
ま
し
た
。

一　

我
が
国
地
域
経
済
の
根
幹
を
な

す
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

を
支
援
す
る
大
型
経
済
対
策
の

実
施

二　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を

支
援
す
る
商
工
会
の
体
制
強
化

三　

税
制
・
金
融
、
労
務
支
援
制
度

等
の
改
正
・
拡
充
に
よ
る
事
業

環
境
の
整
備

四　

リ
ス
ク
に
備
え
た
経
営
支
援
の

強
化
及
び
災
害
か
ら
の
復
興

五　

地
域
唯
一
の
経
済
団
体
と
し
て

の
商
工
会
の
組
織
力
強
化

年
頭
に
あ
た
�
て

年
頭
に
あ
た
�
て

全
国
商
工
会
連
合
会

会

　長

森

　 

義 

久

商
工
会
全
国
大
会

やまがた商工連●令和 6年 1月号3



小規模事業者持続化補助金で新商品・サービスの販路拡大小規模事業者持続化補助金で新商品・サービスの販路拡大小規模事業者持続化補助金で新商品・サービスの販路拡大小規模事業者持続化補助金で新商品・サービスの販路拡大

＜直近の事例＞

○補助対象者：常時使用する従業員数が「商業・サービス業（宿泊業、娯楽業を除く）」の場合5人以下、
　それ以外の業種の場合20人以下である事業者
○公募回数：第15回
○公募受付・締切：令和5年12月～ 令和6年3月（予定）
○内容

〇駐車場消雪工事、店舗＆トイレ改装工事、製造強化の為のガス、水道・排気工事
〇エアコン、タイヤチェンジャー、スチームオーブン、商談用イス＋テーブル
〇電飾看板、FMラジオCM、リーフレット
〇動画作成、インターネット広告、ECサイト作成
〇包装パッケージデザイン、企業デザイン、試作用原材料　　　ほか

詳細は最寄りの商工会へお問合せください。

通常枠

補助率

補助金額

インボイス
特例

５０万円
（免税事業者から適格請求書発行事業者に転換する事業者を対象に補助上限を上乗せ）

２/３

５０万円
２/３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者３/４）

２００万円

特別枠
賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠

委 託・外 注 費
機 械 設 置 等 費
広 報 費
ウェブサイト関連費
開 発 費

　事業主が社会保険適用に伴い手取り収入を減らさないよう手当を支給した場合は、本人負担分の保険料相当額を
上限として社会保険料の算定対象としません。

※　助成額は中小企業の場合。大企業の場合は３／４の額。
※　１年目に（１）の取組による助成（20 万円）を受けた後、２年目に（２）の取組による助成（30 万円）
を受けることが可能。

ジブラルタ生命保険株式会社　山形支社

山形県最低賃金が改訂されました！

山形県最低賃金
効力発生日　令和 5年 10月14日
〈
時
間
額
〉
900円〒990-0031 山形県山形市十日町１-３-29 山形十日町ビル 7F

TEL：023-627-6311

コールセンター 0120-37-2269　ホームページ https://www.gib-life.co.jp/ お問い合わせは、山形労働局労働基準部賃金室　☎023（624）8224
又は、最寄りの労働基準監督署まで受付時間　平日 9：00～18：00　土曜 9：00～17：00（日曜・祝日・12/31～1/3を除く）
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山
形
県
の
中
央
部
に
あ
り
、
東
沢

バ
ラ
公
園
で
有
名
な
村
山
市
。
今
回

は
そ
の
村
山
市
の
楯
岡
小
松
沢
地
区

に
て
、
陶
芸
を
営
む
「
楯
岡
焼　

窯

元
」
さ
ん
を
訪
れ
た
。
取
材
に
応
じ

て
く
れ
た
の
は
代
表
の
藤
橋
宣
武
さ

ん
と
奥
様
の
久
美
さ
ん
で
あ
る
。
藤

橋
さ
ん
は
陶
芸
歴
40
年
を
超
え
る
楯

岡
焼
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
そ
の
藤

橋
さ
ん
が
作
る
楯
岡
焼
は
、
村
山
市

産
の
材
料
の
み
で
作
り
上
げ
、
完
成

後
は
落
ち
着
い
た
渋
い
色
合
い
が
特

徴
で
、
湯
呑
み
や
茶
椀
な
ど
日
常
食

器
と
し
て
の
使
用
に
良
く
な
じ
む
と

大
変
人
気
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
楯
岡
焼
窯
元
さ
ん
は
、
創

業
当
初
か
ら
近
隣
の
観
光
地
へ
の
卸

販
売
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
順
調
に
販
売
数
も
伸
ば
し
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
矢
先
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
、
近
隣
観
光
地
へ

の
客
数
も
減
少
し
販
売
数
も
徐
々
に

減
り
始
め
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
状

況
を
打
開
す
る
た
め
、
新
た
な
販
路

開
拓
策
と
し
て
５
年
程
前
か
ら
陶
芸

教
室
を
は
じ
め
た
。
ち
ょ
う
ど
コ
ロ

ナ
禍
と
も
相
ま
っ
て
地
元
顧
客
や
学

校
関
係
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
、

客
足
も
徐
々
に
回
復
し
て
き
た
。「
陶

芸
教
室
を
開
く
こ
と
で
、
楯
岡
焼
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
販
路

拡
大
と
地
域
貢
献
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。」
と
藤
橋
さ
ん
は
語
っ
て
く

れ
た
。
そ
の
間
、
持
続
化
補
助
金
に

て
導
入
し
た
小
型
ガ
ス
窯
を
活
用
し
、

通
常
の
窯
で
は
完
成
す
る
ま
で
約
４

カ
月
必
要
な
と
こ
ろ
、
最
短
で
１
カ

月
と
い
う
短
納
期
で
の
お
届
け
が
可

能
と
な
り
、
生
産
性
の
向
上
に
も
大

き
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、

地
元
の
小
学
校
や
子
ど
も
会
等
で
多

く
の
反
響
が
あ
り
、
工
房
の
中
に
は
、

地
元
の
小
学
生
が
作
成
し
た
完
成
前

の
多
く
の
作
品
が
静
か
に
並
べ
ら
れ

て
い
た
。

　
「
楯
岡
焼
は
自
分
が
探
し
た
土
に

自
分
が
開
発
し
た
釉
薬
で
作
り
上
げ

た
唯
一
無
二
の
も
の
で
あ
る
。
せ
っ

か
く
こ
の
世
界
に
入
っ
た
の
で
、
体

力
の
続
く
限
り
良
い
も
の
を
作
り
続

け
た
い
。」
と
藤
橋
さ
ん
は
力
強
く

話
し
て
く
れ
た
。

《
シ
リ
ー
ズ
　元
気
な
企
業
》

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
活
用
事
例
紹
介

楯
岡
焼

　窯
元  

（
村
山
市
商
工
会
会
員
）

楯
岡
焼

　窯
元  

（
村
山
市
商
工
会
会
員
）

楯岡焼　窯元
住所／村山市楯岡小松沢
　　　5685
T E L／0237-53-2738
営業時間／10:00～18:00
　　　　　（火曜定休）

楯岡焼 窯元

東沢バラ公園
●

村山税務署
●

13 120

村
山
駅

取材に応じてくれた代表の藤橋宣武さんと
奥様の久美さん

工房の中にあるたくさんの完成前の作品

持続化補助金にて導入したしたガス窯

村山市産の材料に拘った藤橋さんの作る楯岡焼
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令
和
5
年
11
月
15
日
か
ら
16
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
高
崎
市
の
G
メ
ッ
セ
群

馬
に
て
第
23
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
（
群
馬
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
３
、６
0
０
名
の
全
国
の
青
年
部
員
が
一
堂
に
会
し
、
本
県
か
ら
は
約
40
名
の
青

年
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
式
典
の
中
で
は
、「
部
員
増
強
運
動
」
の
部
員
増

加
比
率
実
績
の
商
工
会
青
年
部
連
合
会
部
門
で
山
形
県
商
工

会
青
年
部
連
合
会
が
全
国
１
位
の
成
績
を
収
め
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
主
張
発
表
大
会
に
お
い
て
は
全
国

6
ブ
ロ
ッ
ク
7
名
の
代
表
者
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
が
抱
え
る
課
題
へ
の
取
り
組
み
や
女
性
部
員
が
活
躍
で

き
る
組
織
作
り
な
ど
多
様
性
が
感
じ
ら
れ
る
内
容
の
発
表
で

し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、「
夏
の
甲
子
園
」
や
「
プ
ロ
野
球
選
手
」

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
㈱
斎
藤
佑
樹
の
代
表
取
締
役
斎
藤
佑
樹

氏
よ
り
、
野
球
人
生
に
お
け
る
体
験
談
や
社
長
と
し
て
の
心

構
え
、
目
標
な
ど
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
年
部
コ
ー
ナ
ー

青
年
部
コ
ー
ナ
ー

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
（
群
馬
大
会
）
参
加
事
業

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
（
群
馬
大
会
）
参
加
事
業

女
性
部
コ
ー
ナ
ー

女
性
部
コ
ー
ナ
ー

　

9
月
5
日
、
女
性
部
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
午
前
中

は
令
和
4
年
度
実
施
若
手
後
継
者
等

育
成
事
業
成
果
発
表
会
を
開
催
。
昨

年
度
提
案
公
募
型
事
業
を
実
施
し
た

5
女
性
部
の
代
表
者
が
事
業
内
容
に

つ
い
て
発
表
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
審
査
を
行
っ
た
結
果
、「
言
葉
で
つ

な
ぐ
郷
土
愛
～
語
り
紡
い
で
い
き
た

い
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
～
」
の
テ
ー

マ
で
発
表
さ
れ
た
、
東
根
市
商
工
会

女
性
部
が
優
良
商
工
会
女
性
部
表
彰

【
事
業
部
門
】
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
子
育
て
支
援
ほ
ほ

え
み
食
堂
代
表
の
新
関
徳
次
郎
氏
か

ら
「
子
育
て
支
援
ほ
ほ
え
み
食
堂
の

取
組
み
」
と
題
し
て
、
世
の
中
に
広

ま
る
貧
困
格
差
や

教
育
格
差
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
苦
し

い
現
状
、
運
営
に

あ
た
っ
て
の
思
い

に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
～
19
日
の
日
程
で
静
岡

県
静
岡
市
に
お
い
て
「
第
24
回
商
工
会

女
性
部
全
国
大
会
in
し
ず
お
か
」
が

開
催
さ
れ
、『
ふ
じ
の
く
に
静
岡
か
ら
、

今
こ
そ
笑
顔
で
前
進
～
豊
か
な
海
と

山
の
魅
力
で
お
も
て
な
し
～
』
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
全
国
か
ら
約

２
、０
０
０
名
の
女
性
部
員
が
参
集
し
、

本
県
か
ら
は
各
会
女
性
部
長
等
19
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
に
開
催
さ

れ
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、
女
性
部

地
域
に
お
け
る
活
動
を
通
じ
て
感
じ

た
こ
と
な
ど
を
中
心
に
各
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
6
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

主
張
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま

ち
づ
く
り
～
女
性
部
活
動
か
ら
学
ぶ
、

島
の
子
供
達
と
の
ふ
れ
あ
い
～
」
と

題
し
、
女
性
部
に
お
い
て
、
ひ
な
ま

つ
り
事
業
や
ひ
ま
わ
り
植
栽
事
業
を

行
い
、
島
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
活

動
に
つ
い
て
発
表
し
た
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
対
馬
市
商
工
会
女
性
部　

小

川
博
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
東
京
大
学
薬
学

部
教
授
の
池
谷
裕
二
氏
よ
り
「
脳
か

ら
考
え
る
や
る
気
と
熱
意
、
そ
し
て

加
齢
」
と
題
し
、
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

閉
会
式
に
お
い
て
、
次
回
開
催
の

三
重
県
に
引
き
継
ぎ
、
大
会
は
盛
会

裏
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

①事業所名　②業種
今年度新たに就任された青年部長さんを紹介します。

青年部長紹介青年部長紹介

大石田町商工会青年部
部長　鮎川　ゆき
①あおいそら
②パン製造・小売業

南陽市商工会青年部
部長　加藤　健吾
①居酒屋あらたまや
②飲食業

もがみ南部商工会青年部
部長　小屋圭一郎
①㈱小屋酒造
②清酒製造業

高畠町商工会青年部
部長　菅野　尚宏
①㈱クマンド
②飲食業

川西町商工会青年部
部長　古山　司
①髪切り処みど利
②理容業

もがみ北部商工会青年部
部長　髙橋　広大
①㈲鮭川えのきセンター
②えのき生産加工

西川町商工会青年部
部長　伊藤健一郎
①㈲アイエムシー
②建築木材加工業

朝日町商工会青年部
部長　阿部　晃宙
①㈱阿部工務店
②総合建設業

大江町商工会青年部
部長　菊地　祐貴
①㈱インテリ屋
②室内装飾業
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IT活用・WEB戦略

売上拡大 経営・資金繰り改善

広告戦略支援施策・補助金助言

販売促進

よろず支援拠点は、国が設置した、
中小企業・小規模事業者等のための経営相談所 です。
何回でも相談無料。 商工会連合会様と連携しております。
各分野の専門家が課題解決をバックアップします。

山形県よろず支援拠点
中小企業庁 （公益財団法人 山形県企業振興公社） 023-647-0708

受付時間　平日 9:00～17:00

黒子の
プロ集団

yorozu@ynet.or.jphttps://yorozu-yamagata.com相談の申込は、HPの申込フォームまたは相談申込書にてお願いします。

県内統一景況調査報告［令和5年10月～令和5年12月期］
【調査要領】　調査対象：山形県内商工会地域の企業（原則として1商工会あたり15企業）
　　　　　　　調査時点：令和５年11月15日　　調査方法：商工会経営指導員による企業への訪問ヒアリング調査

※D.I.とは、ディフュージョン･インデックス（景気動向指数）の略で、以下により算出しております。
　D.I.＝【各項目の増加(上昇･好転)企業割合(%)】－【各項目の減少(低下･悪化)企業割合(%)】

製造業 建設業 小売業 サービス業商工会地区の
景況天気図

売 上 額
（完成工事）

資 金 繰 り

採 算

業 況

【主要企業の今期の景況】【 産業全体の景況推移 】

-5.9

-17.6

-23.0

-20.6

-25.0

-6.9

-1.5

-24.1

-19.5

-17.6

-37.3

-29.4

23.6

-13.9

-25.4

-4.3

快晴：DI値 30以上　　晴れ：DI値10以上～30未満　　曇り：DI値10未満～△10未満

雨：DI値△10以下～△30未満　　雪：DI値 △30以下

3.9
2.6

△ 3.4 △ 6.7

△ 14.0

△ 21.8

△ 19.6

0.6

●やまがた商工連2024.1月号（タテ50mm×ヨコ170mm）

●新 庄 支 店　☎0233-22-3171
●酒 田 支 店　☎0234-22-7644
●鶴 岡 支 店　☎0235-22-6122

●本店営業部　☎023-647-2240
●米 沢 支 店　☎0238-23-7630
●長 井 支 店　☎0238-84-1674 検索山形県信用保証協会

ホームページ https://www.ysh.or.jp/
お近くの保証協会窓口・お取引金融機関までお問い合わせ

「スタートアップ創出促進保証制度」「スタートアップ創出促進保証制度」をご利用ください。をご利用ください。

※次のいずれかに該当する場合、３年以内とすることができます。なお、プロパー借入
とは、信用保証協会の保証を付さない借入をいいます。①本保証付借入と原則同時に、
申込金融機関からプロパー借入をする②保証申込時にプロパー借入の残高がある

創業を予定されている方、または税務申告１期未終了の方は、
創業資金総額の１/１０以上の自己資金が必要となります。

資 格 要 件 創業を予定されている方・創業後5年未満の法人

保 証 期 間 10年以内（据置期間1年または3年以内（※））

保 証 料 率 1.2％（県商工業振興資金利用の場合、0.2%）
担保・保証人 不要

3,500万円保証限度額
運転資金・設備資金対 象 資 金

借入前にご確認ください経営者保証
不要！

金融機関から融資を受ける際、経営者が会社の
連帯保証人となる必要はありません。
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